
(57)【要約】

本発明は、装置に関し、患者データを取得するモバイル

端末ユニット（1）を備えた患者監視システムに関する

。患者がベッドの近くにいるときに、測定データは、短

距離無線技術（2）（例えばBluetooth）を介して端末ユ

ニット（1）から患者のベッド脇に配置されたデータモ

ニタ（3）に転送される。必要に応じて、通信は長距離

無線技術（7）（例えばWLAN）に切り替えられ、患者が

移動している間に中断のないデータ伝送を確保し得る。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト か ら 受 信 側 シ ス テ ム へ の 無 線 デ ー タ 伝 送 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て
、
　 a)前 記 端 末 ユ ニ ッ ト は 、 第 １ の モ ー ド で 短 距 離 無 線 技 術 を 介 し て デ ー タ を 伝 送 し 、 前 記
短 距 離 無 線 技 術 の 品 質 が 第 １ の 所 定 の 閾 値 よ り 下 に な っ た と き に 第 ２ の モ ー ド に 切 り 替 え
、
　 b)前 記 端 末 ユ ニ ッ ト は 、 長 距 離 無 線 技 術 を 介 し て デ ー タ を 伝 送 し 、 前 記 短 距 離 無 線 技 術
を 介 し た 通 信 リ ン ク の 品 質 が 第 ２ の 所 定 の 閾 値 に な る と す ぐ に 前 記 第 １ の モ ー ド に 切 り 替
え 、
　 c)一 方 の モ ー ド か ら 他 方 に 切 り 替 わ る と き に 、 以 前 の モ ー ド の 無 線 技 術 を 介 し た 通 信 リ
ン ク は 、 前 記 リ ン ク が 次 の モ ー ド の 無 線 技 術 を 介 し て 確 立 さ れ る ま で 維 持 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 短 距 離 無 線 技 術 を 介 し た 通 信 リ ン ク の 品 質 は 、 前 記 通 信 リ ン ク の 信 号 強 度 、 誤 り 率
及 び ／ 又 は 信 号 対 雑 音 距 離 に よ り 決 定 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 短 距 離 無 線 技 術 は Bluetoothプ ロ ト コ ル に 基 づ く こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 長 距 離 無 線 技 術 は WLAN標 準 に 基 づ く こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ な い し ４ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 ユ ニ ッ ト は 、 患 者 の 生 理 的 パ ラ メ ー タ を 測 定 す る セ ン サ を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ な い し ５ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 様 々 な 無 線 技 術 を 介 し た 通 信 は 、 空 間 的 に 分 け ら れ た 受 信 側 シ ス テ ム の ス テ ー シ ョ ン を
使 用 し て 実 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ な い し ６ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 ２ つ の 無 線 技 術 の 間 を 切 り 替 え る と き に 、 伝 送 さ れ た デ ー タ ス ト リ ー ム は 同 期 す る こ と
を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト と 受 信 側 シ ス テ ム と を 有 し 、 請 求 項 １ な い し ７ の う ち い ず れ か １
項 に 記 載 の 方 法 を 実 行 す る よ う に 構 成 さ れ 、 患 者 の 生 理 的 パ ラ メ ー タ を モ バ イ ル で 取 得 す
る 患 者 監 視 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 患 者 監 視 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 受 信 側 シ ス テ ム は 、 前 記 端 末 ユ ニ ッ ト が 短 距 離 無 線 技 術 を 介 し て 通 信 可 能 な 第 １ の
ス テ ー シ ョ ン と 、 前 記 端 末 ユ ニ ッ ト が 長 距 離 無 線 技 術 を 介 し て 通 信 可 能 な 第 ２ の ス テ ー シ
ョ ン と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 患 者 監 視 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 患 者 監 視 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ス テ ー シ ョ ン は ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 患 者 監
視 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-527519 A 2006.11.30



　 本 発 明 は 、 モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト か ら 受 信 シ ス テ ム へ の 無 線 デ ー タ 伝 送 を 制 御 す る 方 法
に 関 す る 。 本 発 明 は ま た 、 患 者 か ら の 生 理 的 パ ラ メ ー タ を モ バ イ ル で 取 得 す る た め 、 前 記
の 方 法 を 使 用 し た 患 者 監 視 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 患 者 監 視 シ ス テ ム で は 、 患 者 の 心 電 図 （ ECG： electrocardiogram） の よ う な １ つ 以 上 の
生 理 的 パ ラ メ ー タ が 継 続 し て 監 視 さ れ て い る 。 患 者 は モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト を 身 に 付 け て
運 び 、 そ の モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト は 、 所 望 の デ ー タ を 取 得 す る 適 切 な セ ン サ を 備 え て い る
。 患 者 が ベ ッ ド に い て 静 止 し て い る 場 合 、 既 知 の シ ス テ ム で は 、 端 末 ユ ニ ッ ト は 、 患 者 の
ベ ッ ド の 隣 の デ ー タ モ ニ タ に ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 デ ー タ モ ニ タ は 、 端 末 ユ
ニ ッ ト に よ り 伝 送 さ れ た デ ー タ を 、 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） を 介 し て 接
続 さ れ た 中 央 ス テ ー シ ョ ン に リ ダ イ レ ク ト す る 。 患 者 が 自 由 に 動 き 回 ろ う と す る と 、 デ ー
タ モ ニ タ へ の 有 線 束 縛 の リ ン ク が 解 放 さ れ 、 デ ー タ 伝 送 は 無 線 通 信 技 術 に ハ ン ド オ ー バ さ
れ な け れ ば な ら な い 。 患 者 が 静 止 で の デ ー タ 取 得 と モ バ イ ル で の デ ー タ 取 得 と の 間 を 切 り
替 え る た め に 、 医 療 関 係 者 の 支 援 及 び 入 力 に 頼 る 必 要 が あ る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 中 央 プ ロ セ ッ サ か ら モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト へ の 不 連 続 な デ ー タ 伝 送 に 関 し て 、 米 国 特 許
出 願 US-2002　 0　 029　 258は 、 中 央 プ ロ セ ッ サ が モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト の 現 在 位 置 を 決 定
し 、 短 距 離 又 は 長 距 離 無 線 技 術 を 介 し て 最 適 伝 送 ル ー ト を 選 択 す る こ と を 開 示 し て い る 。
前 述 に 鑑 み て 、 モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト か ら 受 信 側 シ ス テ ム へ の デ ー タ 伝 送 を 制 御 す る 手 段
を 提 供 し 、 特 に 患 者 監 視 シ ス テ ム で 使 用 さ れ る と き に 、 そ の 受 信 側 シ ス テ ム が 十 分 な デ ー
タ 取 得 を 可 能 に す る こ と が 、 本 発 明 の 目 的 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 備 え た 方 法 に よ り 、 及 び 請 求 項 ８ の 特 徴 を 備 え た 患 者 監
視 シ ス テ ム に よ り 実 現 さ れ る 。 有 利 な 実 装 は 従 属 項 に 記 載 さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト か ら 受 信 側 シ ス テ ム へ の 無 線 デ ー タ 伝 送 を
制 御 す る 役 目 を す る 。 そ れ は 、 以 下 の ス テ ッ プ 又 は 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 端 末 ユ ニ ッ ト は 、 短 距 離 無 線 技 術 を 介 し て 受 信 側 シ ス テ ム に 所 望 の デ ー タ を 伝 送 す る 第
１ の モ ー ド で 動 作 し 得 る 。 そ の 短 距 離 無 線 技 術 の 品 質 が 第 １ の 所 定 の 閾 値 よ り 下 に な る と
、 動 作 は 第 ２ の モ ー ド に 切 り 替 わ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 第 ２ の モ ー ド で は 、 端 末 ユ ニ ッ ト は 、 長 距 離 無 線 技 術 を 介 し て 受 信 側 シ ス テ ム に 所
望 の デ ー タ を 伝 送 す る 。 し か し 、 短 距 離 無 線 技 術 の 品 質 が 第 ２ の 所 定 の 閾 値 よ り 上 に な る
と す ぐ に 、 動 作 は 第 １ の モ ー ド に 切 り 替 わ る 。 特 に 、 第 ２ の 閾 値 は 、 a)で 記 述 し た 第 １ の
閾 値 と 同 一 で も よ い 。 し か し 、 ヒ ス テ リ シ ス （ hysteresis） を 通 じ た 無 線 技 術 の 間 の 不 要
な 振 動 を 回 避 す る た め に 、 そ れ は 第 １ の 閾 値 よ り 大 き く て も よ い 。 長 距 離 無 線 技 術 を 介 し
た 通 信 中 に 短 距 離 無 線 技 術 の 品 質 と （ 第 ２ の 閾 値 ） と を 比 較 す る こ と を 可 能 に す る た め に
、 モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト は 、 好 ま し く は 所 定 の 間 隔 で 、 短 距 離 無 線 技 術 を 介 し て 通 信 リ ン
ク を 構 築 し よ う と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ２ つ の 利 用 可 能 な モ ー ド 又 は 無 線 技 術 の 間 を a)又 は b)で 切 り 替 え を 行 う こ と で 、 以 前 の
無 線 技 術 を 介 し た 通 信 リ ン ク は 、 リ ン ク が 次 の 無 線 技 術 を 介 し て 十 分 に 確 立 さ れ る ま で 維
持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 の 方 法 を 使 用 し て 、 中 央 プ ロ セ ッ サ を 使 用 せ ず に モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト か ら 高 品 質
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に 連 続 し て デ ー タ を 受 信 す る こ と が 可 能 に な る 。 同 時 に 、 可 能 な 場 合 に は 常 に 短 距 離 無 線
技 術 に 戻 る こ と が 可 能 に な る 。 短 距 離 無 線 技 術 に 対 す る こ の よ う な 選 択 は 、 長 距 離 無 線 ネ
ッ ト ワ ー ク の 負 荷 が 低 減 さ れ る と い う 利 点 を 有 す る 。 更 に 、 伝 送 さ れ る 無 線 信 号 が 短 距 離
を 有 し さ え す れ ば よ い た め 、 そ れ は 電 力 消 費 を 最 小 化 す る 。 後 者 の 事 実 は 、 限 ら れ た 容 量
の 電 池 で 電 力 供 給 さ れ る モ バ イ ル 装 置 に 特 に 有 利 で あ る 。 ハ ン ド オ ー バ の と き に 新 し い リ
ン ク を 確 立 す る た め に 必 要 な 期 間 だ け 元 の 無 線 リ ン ク が 少 な く と も 維 持 さ れ る こ と を 仮 定
す る と 、 そ の 方 法 は 損 失 の な い デ ー タ 伝 送 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 短 距 離 無 線 技 術 を 介 し た 通 信 リ ン ク の 品 質 は 、 こ の リ ン ク の 信 号 強 度 、 誤 り 率 及 び ／ 又
は 雑 音 レ ベ ル （ 信 号 対 雑 音 比 ） に 基 づ い て 特 に 決 定 さ れ 得 る 。 こ れ ら は 、 通 信 リ ン ク の 安
定 性 及 び 品 質 の た め の 表 現 上 の パ ラ メ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 短 距 離 無 線 技 術 は 、 特 に Bluetoothプ ロ ト コ ル に 基 づ い て も よ い 。 Bluetooth　 は 短 距 離
（ す な わ ち 約 10メ ー ト ル の 距 離 ） で の デ ー タ 処 理 装 置 間 で の 無 線 通 信 用 に 広 く 使 用 さ れ て
い る 標 準 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 長 距 離 無 線 技 術 は 、 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） 用 の 標 準 に
基 づ く こ と が 好 ま し い 。 特 定 の 例 は 、 IEEE802.11又 は DECT標 準 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 端 末 ユ ニ ッ ト は 、 患 者 の ECGの よ う な 生 理 的 パ ラ メ ー タ の 測 定 を 可 能 に す る セ ン サ を 任
意 選 択 で 備 え て も よ い 。 こ の 場 合 、 そ の 方 法 は 、 特 に 患 者 を 監 視 す る た め に 使 用 さ れ 得 る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 更 な る 特 徴 で は 、 離 れ た 受 信 側 シ ス テ ム の ス テ ー シ ョ ン と の 通 信 は 、 異 な る 無
線 技 術 を 介 し て 生 じ る 。 特 に 、 長 距 離 無 線 技 術 を 介 し た 通 信 は 中 央 プ ロ セ ッ サ で 行 わ れ て
も よ く 、 異 な る ロ ー カ ル ス テ ー シ ョ ン は 、 短 距 離 無 線 技 術 の 通 信 相 手 と 共 に 利 用 可 能 に な
っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の 方 法 の 更 な る 特 徴 で は 、 伝 送 さ れ た デ ー タ ス ト リ ー ム は 、 ２ つ の 無 線 技 術 の 間 の 切
り 替 え の と き に 同 期 す る 。 従 っ て 、 異 な る 伝 送 ル ー ト が 使 用 さ れ る と き に 生 じ 得 る 遅 延 差
は 取 り 消 さ れ 、 そ れ に よ り 、 連 続 的 な 同 期 デ ー タ ス ト リ ー ム が 受 信 側 シ ス テ ム に 到 達 す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は ま た 、 患 者 か ら 生 理 的 デ ー タ を モ バ イ ル で 取 得 す る 患 者 監 視 シ ス テ ム に 関 す る
。 患 者 監 視 シ ス テ ム は 、 所 望 の 生 理 的 パ ラ メ ー タ を 測 定 す る セ ン サ を 備 え た モ バ イ ル 端 末
ユ ニ ッ ト と 、 端 末 ユ ニ ッ ト に よ り 測 定 さ れ た デ ー タ が 伝 送 さ れ る 受 信 側 シ ス テ ム と を 有 す
る 。 端 末 ユ ニ ッ ト 及 び 受 信 側 シ ス テ ム は 、 前 述 の 形 式 の 方 法 を 実 行 可 能 な よ う に 構 成 さ れ
る 。 こ の こ と は 、 端 末 ユ ニ ッ ト が 短 距 離 及 び 長 距 離 無 線 技 術 を 介 し て 受 信 側 シ ス テ ム に デ
ー タ を 伝 送 す る こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。 短 距 離 無 線 技 術 が 使 用 さ れ る こ と が 好 ま し
い 。 す な わ ち 、 十 分 な 品 質 の 通 信 リ ン ク が 可 能 な 場 合 に は 常 に 、 短 距 離 無 線 技 術 が 使 用 さ
れ る こ と が 好 ま し い 。 無 線 技 術 の 自 動 切 り 替 え は 、 例 え ば 患 者 が ベ ッ ド か ら 出 て 動 き 回 ろ
う と す る と き に 、 医 療 関 係 者 か ら の 入 力 を 必 要 と し な い と い う 利 点 を 有 す る 。 短 距 離 無 線
技 術 の 選 択 は ま た 、 電 力 消 費 を 最 小 化 し 、 モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト の 電 池 寿 命 を 最 適 化 す る
。 同 時 に 、 長 距 離 無 線 技 術 の ネ ッ ト ワ ー ク は 、 ロ ー カ ル デ ー タ 伝 送 か ら 解 放 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し い 実 装 で は 、 患 者 監 視 シ ス テ ム は 、 端 末 ユ ニ ッ ト が 短 距 離 無 線 技 術 を 介 し て 通 信
可 能 な 第 １ の ス テ ー シ ョ ン と 、 端 末 ユ ニ ッ ト が 長 距 離 無 線 技 術 を 介 し て 通 信 可 能 な 第 ２ の
ス テ ー シ ョ ン と を （ 少 な く と も ） 有 す る 。 一 般 的 に 、 第 ２ の ス テ ー シ ョ ン は 、 病 院 の 中 央
ス ポ ッ ト に 配 置 さ れ 、 第 １ の 形 式 の ス テ ー シ ョ ン は ロ ー カ ル で あ る （ 特 に 病 棟 毎 又 は 患 者
の ベ ッ ド 毎 に 配 置 さ れ る こ と を 意 味 す る ） 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の 第 １ 及 び 第 ２ の ス テ ー シ ョ ン は 、 （ 有 線 束 縛 又 は 無 線 で ） ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れ 、 そ
れ に よ り 、 そ れ ら に よ り 取 得 さ れ た デ ー タ の 全 て が 更 に 中 央 で 処 理 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 前 記 及 び 他 の 態 様 は 、 図 面 を 参 照 し た 非 限 定 的 な 例 か ら 明 ら か に な り 、 そ れ を
用 い て 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 患 者 監 視 シ ス テ ム に よ り 、 病 院 患 者 の ECGの よ う な 生 命 の パ ラ メ ー タ の 連 続 的
な 取 得 が 可 能 に な る 。 一 般 的 に 、 監 視 さ れ て い る 患 者 は ベ ッ ド で 静 止 し て い る 。 し か し 、
患 者 が 時 折 病 棟 又 は 病 院 内 を 移 動 す る 場 合 に も 、 監 視 は 中 断 な く 継 続 可 能 で あ る べ き で あ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 患 者 か ら 所 望 の デ ー タ を 取 得 す る た め に 、 患 者 に よ り 運 ば れ る モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト 1
が 提 供 さ れ る 。 患 者 が 病 棟 に い る 限 り 、 端 末 ユ ニ ッ ト 1は 、 Bluetoothリ ン ク 2の よ う な 短
距 離 無 線 技 術 を 使 用 し て 、 患 者 の ベ ッ ド の ロ ー カ ル デ ー タ モ ニ タ 3に 測 定 デ ー タ を 継 続 し
て 転 送 す る 。 カ バ ー さ れ る 距 離 は 数 メ ー ト ル に 過 ぎ な い 。 こ の よ う に 、 無 線 信 号 は 短 距 離
を 有 し さ え す れ ば よ く 、 端 末 ユ ニ ッ ト 1の 電 力 消 費 を 最 小 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 患 者 が 部 屋 か ら 出 る と 、 短 距 離 無 線 技 術 2は デ ー タ 伝 送 に も は や 適 し て い な い 。 こ の 場
合 、 本 発 明 に よ る 端 末 ユ ニ ッ ト 1は 、 自 動 的 に 長 距 離 無 線 技 術 7に 切 り 替 わ る 。 こ れ は 特 に
無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） の 既 知 の 技 術 で も よ く 、 そ の 無 線 ロ ー カ ル エ リ
ア ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て デ ー タ が 端 末 ユ ニ ッ ト 1か ら ア ン テ ナ 6に 伝 送 さ れ 得 る 。 適 切 な 長
距 離 無 線 技 術 の 例 は 、 IEEE802.11及 び DECT標 準 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 患 者 が 短 距 離 無 線 技 術 2の 範 囲 に 戻 る と す ぐ に 、 通 信 は 再 び 切 り 替 え ら れ 、 端 末 ユ ニ ッ
ト 1の 電 力 消 費 を 最 小 化 し 、 可 能 な 限 り 、 で き る だ け 長 距 離 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 負 荷 を 解
放 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 誤 り 率 、 信 号 強 度 及 び ／ 又 は 信 号 対 雑 音 比 の よ う な パ ラ メ ー タ に よ り 決 定 さ れ た 短 距 離
リ ン ク 2の 品 質 が 例 え ば 所 定 の 閾 値 を 上 回 っ た と き に 、 短 距 離 無 線 技 術 2と 長 距 離 無 線 技 術
7と の 間 の 移 行 が 行 わ れ る こ と が 好 ま し い 。 短 距 離 か ら 長 距 離 へ の 移 行 の た め の 閾 値 は 、
短 距 離 リ ン ク が 特 定 の 安 定 し た 条 件 を 依 然 と し て 有 す る 間 に 長 距 離 無 線 技 術 へ の 移 行 が 生
じ る ほ ど 高 く 設 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 短 距 離 か ら 長 距 離 へ の 切 り 替 え の
と き に （ こ の 場 合 に は 短 距 離 リ ン ク の 中 断 と い う 恐 れ が 存 在 す る た め ） 、 重 要 な デ ー タ 損
失 な し に 、 安 全 な 伝 送 が 確 保 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に 、 新 し い リ ン ク 7が 十 分 に 確 立 さ れ た と き に の み 、 一 方 の リ ン ク （ 例 え ば Bluetooth
リ ン ク 2） が 終 了 さ れ る と い う 点 で 、 デ ー タ 損 失 の な い ２ つ の 無 線 技 術 の 間 の 移 行 自 由 の
ハ ン ド オ ー バ が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 異 な る 伝 送 ル ー ト か ら 生 じ る 異 な る 伝 送 遅 延 を 取 り 消 す た め 、 様 々 な 無 線 技 術 を 介 し て
伝 送 さ れ る デ ー タ ス ト リ ー ム は 同 期 す る こ と が 好 ま し い 。 非 常 に 異 な る 伝 送 ル ー ト で は 、
２ つ の ル ー ト の 遅 延 は 、 一 般 的 に 大 き い 範 囲 又 は 小 さ い 範 囲 で 変 化 す る 。 一 方 の 伝 送 ル ー
ト か ら 他 方 に リ ア ル タ イ ム デ ー タ ス ト リ ー ム を 切 り 替 え る と き に 、 デ ー タ が 時 間 同 期 し て
い る こ と に つ い て 注 意 が 行 わ れ る べ き で あ る 。 代 替 と し て 、 短 い 遅 延 か ら 長 い 遅 延 に 切 り
替 え る と き に 、 ギ ャ ッ プ が 存 在 し 、 長 い 遅 延 か ら 短 い 遅 延 に 切 り 替 え る と き に 、 古 い デ ー
タ の 前 に 新 し い デ ー タ が 中 央 プ ロ セ ッ サ に 到 達 し 得 る 。 例 え ば 、 送 信 デ ー タ の タ イ ム ス タ
ン プ を 使 用 す る こ と に よ り 、 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト の シ ー ケ ン ス 番 号 を 使 用 す る こ と に よ り
、 又 は 最 大 許 容 遅 延 の サ イ ズ を 有 す る 受 信 バ ッ フ ァ を 使 用 す る こ と に よ り 、 同 期 が 行 わ れ
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得 る 。 時 間 遅 延 の 変 化 は 、 受 信 バ ッ フ ァ に よ り 受 け 取 ら れ る こ と が 可 能 で あ り 、 シ ー ケ ン
ス 番 号 及 び タ イ ム ス タ ン プ は 、 受 信 デ ー タ が 誤 っ た 順 序 に な る こ と を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 面 は ま た 、 短 距 離 無 線 信 号 と 長 距 離 無 線 信 号 と を 受 信 す る ス テ ー シ ョ ン が 物 理 的 及 び
空 間 的 に 分 け ら れ て い る こ と を 示 し て い る 。 前 述 の よ う に 、 短 距 離 無 線 信 号 2は 、 患 者 の
ベ ッ ド に 配 置 さ れ た デ ー タ モ ニ タ に 主 に 向 け ら れ る 。 し か し 、 長 距 離 無 線 信 号 は 、 サ ー バ
5に 接 続 さ れ た 中 央 ア ン テ ナ 6に よ り 受 信 さ れ 得 る 。 更 に 、 サ ー バ 5は 、 優 先 束 縛 の ロ ー カ
ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク 4を 介 し て 患 者 の ベ ッ ド 脇 の 様 々 な デ ー タ モ ニ タ 3に 更 に 接 続 さ れ て
い る こ と が 好 ま し い 。 こ の こ と は 、 有 線 束 縛 の ネ ッ ト ワ ー ク 4を 介 し て 中 央 プ ロ セ ッ サ 5に
直 接 接 続 さ れ て い る 複 数 の ア ク セ ス ポ イ ン ト を 有 す る WLANイ ン フ ラ （ 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア
ネ ッ ト ワ ー ク ： 30m-100m） が 存 在 す る こ と を 意 味 す る 。 更 に 、 医 療 装 置 （ 患 者 の モ ニ タ 3
等 ） も ま た 同 じ ネ ッ ト ワ ー ク （ 好 ま し く は 優 先 束 縛 、 ま た 、 WLANイ ン フ ラ を 介 し た 無 線 ）
に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 時 点 で 、 端 末 ユ ニ ッ ト 1は ２ つ の 別 々 の ル ー ト を 介 し て （ WLANイ
ン フ ラ を 介 し て 直 接 的 に 、 又 は 中 継 局 と し て の 患 者 モ ニ タ 3を 介 し た 短 距 離 無 線 技 術 を 介
し て 間 接 的 に ） 中 央 プ ロ セ ッ サ 5と 通 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 短 距 離 無 線 技 術 と 長 距 離 無 線 技 術 と の 間 で ハ ン ド オ ー バ す る と き に 、 ２ つ の 非 常 に 異 な
る 伝 送 シ ス テ ム が そ の 間 で 切 り 替 え ら れ る と い う 特 性 が 存 在 す る 。 一 方 は 、 医 療 装 置 3が
監 視 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 変 換 を 代 理 す る 短 距 離 伝 送 シ ス テ ム で あ り 、 他 方 は 、 監 視 ネ ッ ト ワ
ー ク へ の 直 接 ア ク セ ス を 備 え た 長 距 離 伝 送 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ２ つ の 無 線 技 術 の 前 述 の 柔 軟 な 使 用 は 、 患 者 の 監 視 に 関 し て 明 ら か に 使 用 可 能 で あ り 、
オ ー デ ィ オ 又 は ビ デ オ デ ー タ 用 の 他 の 無 線 表 示 装 置 と 共 に 使 用 可 能 で あ る 。 こ れ は 必 要 な
と き に 様 々 な 無 線 技 術 の 間 を 切 り 替 え る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 患 者 監 視 シ ス テ ム に 関 す る 本 発 明 の 特 別 の 使 用
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 1　 モ バ イ ル 端 末 ユ ニ ッ ト
　 2　 短 距 離 無 線 技 術
　 3　 デ ー タ モ ニ タ
　 4　 ネ ッ ト ワ ー ク ケ ー ブ ル
　 5　 サ ー バ
　 6　 ア ン テ ナ
　 7　 長 距 離 無 線 技 術
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【 国 際 調 査 報 告 】
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